










に付けていない青少年は，6 億 1700 万人以上に達して










　ジャマイカは，人口 293.4 万人（2018 年，世銀）カ
リブ海に浮かぶ，秋田県と同程度の大きさの島国であ
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　ジャマイカにおける義務教育は 6 歳～ 11 歳，小学































PIOJ economic & social survey Jamaica 2013）．また，








（出典：「Fact sheet No.46 More than one-half of children and 
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3 ～ 5 歳 ・Infant School：594
初等
教育
6 ～11歳 ・Primary School（ 6 年制）：594
・Primary and Junior High School（ 9
年制）：111












19歳以上 ●短期大学（ 2 ～ 3 年）
・コミュニティカレッジ：5
・教員養成大学：3 ＋他
●総合大学（ 3 ～ 4 年）：2
（出典：在ジャマイカ日本国大使館（2018）「ジャマイカ概況・
平成 30 年 9 月」p.19 と Hamilton（2018）“School Report” よ
り筆者が作成）
表 1　ジャマイカの学校制度
１ 2018 年に，従来の Grade Six Achievement Examination（GSAT）から Primary Exit Proﬁ le（PEP）に差し替えられた．内容科
目に変化はないが，評価要素に批判的思考能力が加わった．




前後である（図 3 ）．また，GSAT の算数の成績につ




































紙 4 枚，約 70 円）を作成した．①このドリルを活用
した宿題　②努力帰属評価を軸とした毎日の小テスト











（出典：MoE（2017）“2016 General Achievement in Numeracy 
(Grade Four Numeracy Test) Results by School”より筆者が作成）
図５　CT実施校におけるニューメラシーテスト
から見る習熟児童の割合
（出典：Hamilton（2018）“Over view of Calculation Time (CT)” より引用）
図４　GSATの結果から見る 6年生の習熟児童の割合
（出典：Bourne, P. A(2019)“Mathematics Performance in 
Jamaica” International Journal of History and Scientiﬁ c Studies 















●活動期間：2018 年 10 月 21 日～ 11 月 29 日（6 週間）
各クラス週 4 回
●活動場所：キングストン内公立小学校
●対象学年：4 年生 3 クラス
（学力別に分けられたクラスA（最上位）～クラスD（最
下位）の内，クラス A（43 人），クラス C（39 人），












ある足し算 5 問，繰り下がりのない引き算 5 問，繰り
下がりのある引き算が 5 問，かけ算が 10 問，あまり

































































　クラス A とクラス C では，担任が毎朝 15 分間，通
常の CT を実施していた．当時は，4 年生は虫食い算
が混ざった和差算や百マス計算方式の和差算（一日当














断した．そこで筆者は，クラス D での CT における
CT ドリルの使用を取りやめ，自作のフラッシュカー












　クラス全体の正答率は，クラス D が 47％から 56％，











２ さくらんぼ計算とは，10 の合成・分解を使って繰り上がり・繰り下がりのある足し算・引き算をする方法である．8 ＋ 6 であれば，




事前テスト 事後テスト 2-tailed t-test
*:<.05,**:<.001, ***:<.0001SD AV SD AV
クラス A
（n=40） 3.90 32.38 4.09 35.95 0.0000 ***
クラス D
（n=34） 6.05 18.97 8.53 22.24 0.0173 *
表 2　t 検定（両側）の結果



















　表 4 は質問項目 2 ～ 8 をまとめたものである．3 ク
ラス共に，「小テストを楽しんだ」と答えた児童は 8
割程度だった．「計算力の向上を感じた」と答えた児
童の割合も，3 クラス共に約 8 割～ 9 割で，OP が児
童に成長実感を与える上で一定の効果があることが示
唆された．「自分の成長が見られるからこの活動が好
きだ」と答えた児童はクラス A が 66％であり，クラ
ス A の 95％が計算力の向上を実感していても，それ
が，必ずしも「好き」という感情に繋がってはいない




きだ」と答えた児童は，クラス A が 39％，クラス C
が 79％，クラス D が 59％で，クラス A とクラス C・






項目は Q．6 と Q．7 である．Q．6 の「先生がスタンプ
をくれるからこの活動が好きだ」はクラス A が 39％，
クラスCが79％，クラスDが59％だった．先生が時々
コメントを書いてくれるからこの活動が好きだ，と答
えた児童の割合は，クラス A が 46％，クラス C が






いたが，クラス D の割合がクラス C よりも低い結果
３ 鉛筆は非常に安価で買えるため，経済的理由で購入できないのではなく，親の目が行き届いていないと思われる．クラス D の児
童は他のクラスに比べて昼食を持参していなかったり，昼食代のお金を持参していなかったりする児童も多かったが，その理由
が経済的理由によるものなのか，親の関心の低さなのかは定かではない．
Q．1．家でどのように勉強しましたか． クラスA（n＝41） クラスC（n＝35） クラスD（n＝32）
勉強しなかった． 11 27％ 3 9％ 1 3％
家族がクイズを出してくれた． 17 41％ 28 80％ 18 56％
大きな声でかけ算表を読んだ． 1 2％ 3 9％ 6 19％
かけ算九九表を視写した． 5 12％ 6 17％ 10 31％
テストのリハーサルをした． 7 17％ 6 17％ 6 19％
かけ算九九表を眺めた． 8 20％ 6 17％ 4 13％
質問項目 クラスＡ クラスＣ クラスＤ
Q．2．毎日の小テストを楽しみましたか． 34/41 83％ 29/35 83％ 27/32 84％
Q．3．この活動を通して自分の計算力向上を感じますか． 39/41 95％ 27/34 79％ 28/32 88％
Q．4．自分の成長が見られるからこの活動が好きだ． 25/40 63％ 26/32 81％ 24/32 75％
Q．5．計算が好きだからこの活動が好きだ． 27/41 66％ 29/33 88％ 25/32 78％
Q．6．先生がスタンプをくれるからこの活動が好きだ． 16/41 39％ 26/33 79％ 19/32 59％
Q．7．先生が時々コメントを書いてくれるからこの活動が好きだ． 19/41 46％ 28/34 82％ 18/32 56％
Q．8．私はこの活動を続けたい． 33/41 80％ 29/34 85％ 28/32 88％











































るまで，同じ内容を粘り強く 1 週間，2 週間と続けて
いくべきであった．
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外務省（2019 年 9 月 2 日）国・地域＞中南米＞ジャ











独立行政法人国際協力機構 JICA（2014 年 11 月 27 日）
初等教育における算数の能力向上を目指して．参照









10 月 25 日，参 照 先：https://www.jica.go.jp/
publication/mundi/1804/201804_02_02.html
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